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」哩
・

（・ 987 ）の 定 義 語 彙 2 … 語 を 検 討 す る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 千葉大学　 村　 田　　年

　 　 は じめ に

・　　 ある辞書 に慣れ親 しみ ・毎 臼の よ うに 使っ て い たとすれ ば・．その定義語彙は学習者の認識語彙

　　と して 定着するばか りで な く・やがて 轍 語彙の轍 をなすもの となる e そ撤 ・蠅 力て定義

　　語彙 を2000語に 謝限 したこ とは大 きな意 義 を持 つ 。

　　　 一般に 基本語の選定基準と して は・（1）frequency　（2）range 　（3）coverage 　（4）availability

　　 （5）learnabitity な どが考 えられ る が・こ れ らの 基準は定義語彙と して も い ずれ も重要で あ る ・

　　定義語彙 が一般 の基本 語彙と異なる点は・（1）’a化形 を許す ・（2）接辞 を用 い て 多数の派生語を作

　　るこ と を許す．（3）特定の 語の使用頻度が極め て高い ・な どで あろ う。以 上の点は 語彙 リス ト本

　　体 に は それ 程の質的な差 を作らな い と判断され る・

1．目　的

　学留基本語の立場か ら・嚶
3
（Lon　man 　Dictionar　of 　Contem　orar 　En　lish ・ New　Editionl

1987）の定義語彙 2000語が認識語彙リス トと して どの 程度有効なもの で あ る か を、他の 語彙表と

比較 しっ っ 検討す る。

2．分析 と績果

　2．1．LDOCEi （i978）と Michael　West
， 廴⊆一 §（1953）との

　　比較

　　　2 つ の 表を突 き合わせ て み る と．ぼぽ一
致 し．堕

1
は後者 を少 し改定 した もの で ある こ

　　とがわか る 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　2．2．LΩΩ⊆『と 一 （1932｝との比較

　　 ＿ は 850語で あ るが．接辞に よ る派生 語等を許し て い るため 、約 2000語の 藷

　　彙 と推定で きる 。 一 の 語彙の 約96％が 」塑
二

に 含 まれて お り．L壁
匸

は越

　　幽 を参照 した と推定で きる 。

　2．3．LDOCEtと KuEera（1967）等 6 種の 語彙 リス トとの比較

　　　 二
’
JACET基本語第 2 次案』 を作る 際、 6 種の リス トと の 比 較の 結果、　 LDOCE

’

の 96語 が不採

　　 用 とな っ た 。

　2．4．LDOCEiと LDOCEZ（1987）との比較

　　 2．4．1．LDOCE
且

よ り削除 された語 ： 156語

　　 2．4．2．LDOCEt に 加え られ た語 ： 180語

　 2．5．LDOCEtと 「JACET基本語」等の他 の語彙 リス トとの比 較

　　　 そ の結果 LDOCEtに 入 れる こ と を検討すべ きだ と判断され た 語は 342譜あっ た 。

3．考　察

　DLDOCEtは West（1953）を基本 に して い る 。
　 Uesヒ（1953）はさらに Thomdike 　 et　 a ⊥．，　 fnterim
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　 （1936）をほ ぼその ま ま受け継 い だもの である 。 もう一
つ LDOCEiが参照 したと思われる 語彙表

　は 一 （1932）で あ り、い ずれもた い へ ん 占い 。

2） Kuどera （1967）や Carrolj ．（1971）の よ うな新 しい 、コ ン ピュ
ー

タ
ー

分析に よる語彙表 を利用

　した形跡は み られな い 。ちなみ に 、Longman　．．tt独自の デ ータ ベ ース の 作成は 1977年に 始 ま っ

　 て い る。

3）「JACET基本語」に入 らなか っ た96語か ら固有名詞等 を除い たも の は ほ とんどが Kuどera

　（1967）とCarr。 ll（197D↓こお い て 6000語以内に人 らな い もの で ある 。 （例 ： accerdance ，

　alceholic ，
　 apparatus ，

　 archway ，　 artnour
，
　 bactcria，　 basin ，

　 bovel，　 Buddhism な ど） こ れ

　は 2000語の 5％ に 当た り、望ま し い リ ス トとは 言い 難 い 。

4）t，DOCEiか らLDOCE〜
へ の 改定 は336語の 異同があ り、大き な改定と言え る。主な改定点は （D

　頻度の低い 譜の 削除（m。sque ，　 prick ，　 prickle な ど）、（2）頻度の 高 い 変化形 ・派生語の掲載

　（beginning ，
　 careful ，

　careless など）、　（3）近年使用頻度が増 して い る 語の 掲載（airport ，

　chairperson ，　 calculator ，　 computer ，　 engineer ，
　 manager ，

　 s しruc しure な ど）。（4）曜日・月

　の 名称な ど の 固有名詞 をはずす。（English は例外 ）。 （5）数詞 を人 れる（two だけがな い ｝。

　　加え られ た 180語は概ね望 ま しい 語で ある 。 ただし、farmyard，　 footpath，　 footstepな ど

　は必 要な い の で はな い か 。こ の 語彙表は 、 2 語を連結 して複合語を作る こ と を許 して い る の

　で （例 ； hairstyle）。また派生語を自由に 作る こ と を許 し て い る の で ．　 hairy なども加え る

　・」≧f・要iまなL 、
a 　（e噸：1⊥legai　11−X）

5）実際 の 語数は 、LDOCEtが約 2100語、　 LDOCE4 が約 2124語で あるが 、変化形 を作 る こ とを許 し

　 て い る の で 、blord 　 f。rms に 直す と 3000語以上 に なるの は明 らか で ある 。 また．派生 語・複合

　請 を作 る こ と を許 して い る。例え ば、 forgeし鯉 〔垈 ， 里 expec し鯉 』 ，
　 weti −advised な ど の

　形で 使わ れ て い る。こ れ らを数に 人 れ る と総数は推定困難で あ る が、少な くみ て も 5000語 を

　超 えるで あろ う。

6）一方で は 、LDOCEtに 載せ る べ きだ と判断 され る語は多い 。 （例 ： able ，
　 anybody ，

　 cabbage ，

　 calendar ，　ca 皿pus ，　cancel ，　candy ，　capable ，　carpet ，　cash ，　constant ，　contact ，　contest

　COntraSt ，
　 couple ，

　 Create ，
　 cu ⊥ture など）

4．結 論

　以上 見て きた よ うに LDOCE’

（1987 ）は LDOCEt（1978）に 比べ て 確か に よ くな っ て い る が、まだ欠

点 が多 く、さ ら に 大 きな 改良の 必 要があ る と判断 され る。

　以 下 3 点の 試 案的 な提案をし た い 。

1）す べ て の 語に 晶詞 をっ け る べ き で あ る。

2）頻度と分布度に よ っ て まず基本語彙表 を作 り、次に 第 2 段階 と して ．定義に使用 した すべ て

　の 変化形、派生 語．譲合語 を表 に して 示すべ き で あ る。こ の 表 が大 き なも の とな っ た場合 に は

　何ら か の 調整 を行な い 、non
−
native 用 の学習辞典と して の 規模、例えば、4000−−5000語に す

　べ き で ある。また ．そ の ような作業 をする こ と に よ っ て 、一
般の 「学習基本語彙」と 「定義語彙」

　 の差がも っ と よ く見えて くる も の と思わ れる 。

3）巻末で 接辞 による語形成 の 概略 を説明 し、さ ら に 辞書の本体の各接辞の説明を詳し くす る 。
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